
経営発達支援計画・事業評価委員会の開催報告について 

 

富山商工会議所 

経営発達支援計画に係る事業評価委員会を開催しましたので、その概要を下記のとおりご報告します。 

記 

■日 時  平成 30年 6月 27日（水）10:00～11:00 

■場 所  富山商工会議所ビル 別館 10階 第 2会議室 

■出席者  委員長  翠田 章男 氏（富山商工会議所 副会頭） 

委 員  森田 真己 氏（富山県商工労働部 商業まちづくり課長） 

〃   古西 達也 氏（富山市商工労働部 商業労政課長） 

〃   黒田  斎 氏（（一社）富山県中小企業診断協会／専務理事）※代理出席 

〃   堀田  齊 氏（北陸税理士会富山支部 支部長） 

〃   松尾 彰夫 氏（㈱日本政策金融公庫富山支店 国民生活事業統轄） 

〃   髙木 喜義 氏（（公財）富山県新世紀産業機構 中小企業支援センター部長） 

オブザーバー 青山美代子 氏（中部経済産業局電力・ガス事業北陸支局 産業課長） 

事務局  西岡専務理事、西野理事・中小企業支援部長ほか／計 8名 

■議 題  (1)平成 29年度／伴走型小規模事業者支援推進事業について 

      (2)平成 30年度／伴走型小規模事業者支援推進事業について 

      (3)その他 

■評 価（平成 29年度／伴走型小規模事業者支援推進事業について） 

・ 参加者の集まりにくいセミナー・研修会については、参

加者が多く集まるセミナー等と抱き合わせで開催する

など工夫して欲しい。 

・ 小規模事業者アンケート調査結果（対象：建設業等）を

見ると、当面の課題として「人材不足・人材確保」が挙

げられている。このような課題に対する支援も検討いた

だきたい。 

・ 事業報告には効果があったとの記載があるが、成果はど

うか。中小・小規模事業者の 7割が赤字企業であると言

われている中、B/S、P/Lともに良くならないと成果があったとは言えない。難しい面もあるが、数

字面での評価を検討して欲しい。 

・ 記帳指導は経営に直結するものであり、非常に良い取り組みである。小規模事業者を経理面からサ

ポートし、成果を導き出す取り組みを強化して欲しい。 

・ 数字的評価は必要であるが、経営支援を実施したからすぐに効果が出るものではない。目先の数字

だけでは判断できないものも多く、2～3年のスパーンで見ることも必要である。 

・ 創業支援も大切だが、創業後のフォローアップも重要であり継続実施して欲しい。 

・ 創業のほか、経営計画策定、販路開拓支援など様々なセミナーを開催しているが、参加人数が少な

いように感じる。広報活動を充実させ、参加者を増やして欲しい。 

・ 小規模事業者持続化補助金をはじめ各種補助金の申請を支援しており、申請件数にその成果が表れ

ている（評価できる）。定量面での報告を充実し、前年度の数値との比較などを通して、成果を分か

りやすく示して欲しい。                               以上 


